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Ⅰ．はじめに

　順天堂大学保健看護学部（以後、本学部とする）は

平成 22 年の開学時より、毎年、公開講座を開催して

いる。大学における公開講座は、大学の第３の機能で

ある「社会貢献」の役割を担っており、地域社会に対

する大学の貢献の取り組みとして位置付けられる。こ

れまで本学部主催の公開講座は９回開催されているが、

平成 29 年度、はじめて順天堂大学医学部附属静岡病

院（以後、静岡病院とする）市民公開講座との共催と

なり第 10 回の公開講座が開催された（表１）。

　講演は「知っておきたい目の病気」をテーマに２部

要　旨

　大学における公開講座は、大学の第３の機能である「社会貢献」の役割を担っており、地域

社会に対する大学の取り組みとして位置付けられる。平成 29 年度、はじめて順天堂大学医学

部附属静岡病院市民公開講座との共催となり「知っておきたい目の病気」をテーマに第 10 回

の公開講座が開催された。第 10 回の節目の公開講座であること、はじめて静岡病院との共催

が行われたことから、今後の開催に向けて示唆を得るため開催概要を振り返り報告する。

　平成 29 年４月より公開講座企画小委員会において、毎月の会議を行いタイムテーブルや必

要項目について打ち合わせを行った。はじめての共催であるため、静岡病院担当者とも随時、

連絡を取り準備を進めた。担当委員同士の十分な連携がなされ、綿密な打ち合わせを行うことで、

より良いポスター作製、広報活動の充実が図られた。当日は台風が接近する雨雲のなか 130 名

を超える多くの参加者を得られたことは、地域に開かれ社会貢献に寄与する公開講座開催の目

的が達せられたと考える。今後の課題は、より一層の静岡病院との連携から継続した公開講座

の開催、広報活動の充実と周知を図ること、ニーズに応じた公開講座を開催することである。
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表１ 保健看護学部　公開講座　一覧
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構成で行われ、第１部は講師の太田俊彦先生（順天堂

大学医学部附属静岡病院眼科　教授）から『高齢者の

目の病気とは？』のタイトルで講演があり、つぎに第

２部は小川典子先生（順天堂大学保健看護学部在宅看

護学　先任准教授）により『視覚障害を持つ高齢者の

在宅療養の実際と予防』のタイトルで講演が行われた。

本学部で行われた第 10 回の節目の公開講座であるこ

と、はじめて静岡病院との共催が行われたことから、

今後の開催に向けて示唆を得るため開催概要を振り返

り報告する。

Ⅱ．実施内容

1.　企画、運営について

1）テーマ、講師の選定

　公開講座企画小委員会において平成 29 年４月

より、毎月の会議を行いタイムテーブルや必要項

目について打ち合わせを行った。はじめての共催

であるため、静岡病院担当者とも随時、連絡を取

り準備を進めた。

　静岡病院では市民公開講座年間計画に基づき

講師（医師）、テーマは決定されていることから、

本学部の第 10 回公開講座としてはテーマに沿っ

た内容の講演が行える本学教員が講師を務めるこ

ととなった。

2）広報活動

　ポスター・リーフレットのレイアウトを静岡病

院担当者が主体となり、複数回のやり取りを行い

作成した。ポスター A3 サイズを 290 枚、ポスター

A1 サイズは 15 枚、リーフレットは 4,000 枚作

成し同時に配布先の検討を協議した。完成後は速

やかに静岡県中部から東部地区を中心に医療機関、

中学・高校・専門学校・大学の教育機関、行政機関、

商業施設、公共交通機関、看護協会などに分担し

配布を行った。また、開催概要の市町の広報誌へ

の掲載やラジオ局、エフエムみしま・かんなみ（ボ

イスキュー）へ出演しインタビューに答えるかた

ちで公開講座の広報活動を行った。

3）受講者への配慮

　託児が行えるよう保育士２名、学生ボランティ

ア４名の依頼を行い、また、講演内容の手話通訳

を行うため手話通訳士も２名依頼した。

4）その他

　開催日の人員配置、役割分担など、詳細の打ち

合わせを電子メール、電話連絡などで勧めていっ

た。また、三島市への後援申請を始め、当日必要

となるアンケート作成、保険加入、資料準備、文

房具等の準備を行った。

2.　講演内容

1）テーマ 「知っておきたい目の病気」

2）実施日 平成 29 年 9 月 16 日土曜日

  13:30 ～ 15:50

3）参加者 132 名

4）講演

第 1 部「高齢者の目の病気とは？」

 太田俊彦教授

 （順天堂大学医学部附属静岡病院眼科科長）

概要： 老人性眼瞼下垂・白内障・緑内障・加齢性黄

斑変性症など、それぞれの疾患の症状や原因、

最新の治療法など、スライドを用いて実際の

眼科検査や治療風景の説明がなされた。質疑

応答では、白内障手術について関心が集ま

り、自分に合った治療方法について質問があ

り、日常生活から考えた眼内レンズの選択が

必要との回答が行われた。

第 2 部「視覚障害を持つ高齢者の在宅療養の実際と

予防」

 小川典子先任准教授

 （順天堂大学保健看護学部在宅看護学）

概要： 視覚障害の原因疾患や年齢別視覚障害者割合
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の紹介から、今後の将来推計を踏まえた説明

がなされ、視覚障害の予防法と検査の重要性

について講演され、後半では高齢者疑似体験

として希望者へゴーグルを用いた加齢による

視力障害を体験していただいた。公開講座に

盲導犬と暮らす方が参加しており、同伴者の

発案により、盲導犬と暮らす生活の実際を語っ

ていただいた。

Ⅲ．実施の振り返り

１．アンケート結果

　第 10 回公開講座の参加者数は 132 名であり、アン

ケート回収数は 110 名（男性 37 名、女性 68 名、不

明５名）、回収率は 83.9％であった。年代別では男性

が 40 代から 80 代となり、女性は 10 代から 80 代と

なっている。男女とも 70 代が最も多く、男性 15 名

（41.5％）、女性 26 名（38.2％）の割合であった ( 表２，

３)。

40 代 4 10.8%

50 代 3 8.1%

60 代 8 21.6%

70 代 15 40.5%

80 代 7 18.9%

10 代 4 5.9%

20 代 1 1.5%

30 代 0 0.0%

40 代 4 5.9%

50 代 11 16.2%

60 代 18 26.5%

70 代 26 38.2%

80 代 4 5.9%

　職業別では無職の割合が最も多く 72 名（67.3％）

であった。次いで会社員 11 名（10.3％）、自営業６

人（5.6％）となっていた。専門職（保健・医療）は

３名（2.8％）であったが、回答者が 107 名であり未

回答者のなかには専門職（保健・医療）の存在も推察

される結果となった（表４）。

1.　会社員 11 10.3%

2.　自営業 6 5.6%

3.　無職 72 67.3%

4.　専門職（保健・医療） 3 2.8%

5.　介護・福祉職 3 2.8%

6.　その他　 12 11.2%

　参加者の居住地域として、三島市 51 名（46.4％）

が最も多く、つぎに伊豆の国市 16 名（14.5％）、沼

津市 11 名（10.0％）の順であった。少数であるが遠

方は磐田市、静岡市、河津町からの参加者もあった（表

５）。

1.　伊豆の国市 16 14.5%

2.　三島市 51 46.4%

3.　伊豆市 2 1.8%

4.　函南町 5 4.5%

5.　沼津市 11 10.0%

6.　その他　 25 22.7%

　公開講座の開催を最初に知ったきっかけは、ポス

ター・チラシが最も多く 71 人 (59.2％ ) であり、内

訳をみると静岡病院内の掲示が 46 人（64.8％）、市

町施設からは 14 人（19.7％）などの順であった。つ

いで広報誌 15 人 (12.5％ ) が多く、内訳は主に市町

の広報誌を見た方が 13 名（86.7％）を占めていた。

ついで家族・知人からが 13 人 (10.8％ ) などであっ

た（複数回答あり）（表６）。 

表２ 男性参加人数（n=37）

表４ 参加者職業（n=107）

表５ 参加者居住地域（n=110）

表３ 女性参加人数（n=68）
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　公開講座への参加回数は１回目が 71 名（74.0％）

と最も多く、回数が多くなるにつれ２回目 17 名

（17.7％）、３回目５名（5.2％）と割合が少なくなっ

ていた（表７）。

1 回目 71 74.0%

2 回目 17 17.7%

3 回目 5 5.2%

4 回目 1 1.0%

5 回目 0 0.0%

6 回目 2 2.1%

　公開講座の内容について、今後に役立つものであっ

たか問うたところ、そう思う 75 名（85.2％）、まあ

そう思う 13 名（14.8％）の結果となり、あまりそう

思わない、そう思わないの返答は無かった（表８）。

1.　そう思う 75 85.2%

2.　まあそう思う 13 14.8%

3.　あまりそう思わない 0 0.0%

4.　そう思わない 0 0.0%

　公開講座への意見、今後の希望テーマや内容につい

ての自由記載では、次のような意見があった。公開講

座への意見として「最新の手術法も交えて詳しい話を

聞くことができ、非常に役立つ内容であった」、「高齢

者の在宅看護の事例紹介も非常に参考になった」、「講

義後の視覚障害者の方の実体験、実生活についても切

実に伝わった」などの記述があった。今後の希望テー

表６ 開催を最初に知ったきっかけ：複数回答あり（n=120）

表７ 順天堂大学保健看護学部が開催する公開講座
への参加回数（n=96）

表８ 今回の公開講座の内容は、今後に役立つもの
であったか（n=88）

内　訳

1.　ポスター・チラシ 71 59.2% ア . 静岡病院内 46 64.8%

イ . その他の医療機関　 3 4.2%

ウ . 市・町施設　 14 19.7%

エ . その他　 8 11.3%

2.　広報誌 15 12.5% ア . 静岡病院の広報誌 2 13.3%

イ .  市町の広報誌　 13 86.7%

3.　インターネット 4 3.3% ア . 静岡病院の HP 1 25.0%

イ . 保健看護学部の HP 2 50.0%

ウ . その他 1 25.0%

4.　新聞 7 5.8% ア . 静岡新聞 2 28.6%

イ . 朝日新聞 5 71.4%

5.　ラジオ 1 0.8% ア . ボイス・キュー 0 0.0%

イ .  FM いずのくに 1 100.0%

6.　講師等の職員から 1 0.8%

7.　家族・知人から 13 10.8%

8.  前回の市民公開講座で 1 0.8%

9.　病院内の放送で 1 0.8%

10.  その他　 6 5.0%
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マや内容などについては「体に必要な栄養をうまく

とること」、「身体の柔軟性を保つエクササイズなど」、

「認知症・精神障害へ心理的支援方法」などについて

希望があった（表９）。

　　

２.　大学教職員の振り返り

　公開講座が終了した後日、アンケート結果などをも

とに企画、運営について本学部委員、静岡病院担当者

それぞれで振り返りを行った。本学部委員からの意見

としてこれまでは静岡病院へ赴き、講師医師の依頼、

打ち合わせを繰り返していたが共催となったことか

ら本学部・静岡病院と連携を取りそれぞれの施設で

準備を行うことで時間の短縮化、委員の負担の軽減

となったことなどが挙げられた。静岡病院職員からは

病院だと参加受け入れ人数が限られるが、大学で行

うことで参加人数が増えても対応できることや、広

い範囲から参加者があり良かった、「土曜日午後」「託

児所あり」という特長を活かし、働いている世代を対

象としたテーマも採用したい、交通の便を向上できれ

ば、聴講者が増えると考えられる。などの意見があっ

た（表 10）。

Ⅳ．考察

　本学部で開催された公開講座開催にあたり、第 10

回の節目となること、順天堂大学医学部附静岡病院

との初めての共催であったことが特徴として挙げら

れる。

　当日は台風が接近する雨雲のなか 130 名を超える

多くの参加者を得られたことは、地域に開かれ社会

貢献に寄与する公開講座開催の目的が達せられたと

考える。

　本学部で行われた公開講座は第１回から第３回は

150 名から 200 名近くの参加者があった。背景には

新しく設立された学部として地域の期待や興味、関心

が高かったことが考えられる。しかし第４回から第９

回は平均 70 名の参加者にとどまり、より多くの参加

公
開
講
座
へ
の
意
見

・最新の手術法も交えて詳しいお話を聞くことができ非常に役立つ内容でありました。高齢者
の在宅看護の事例紹介は非常に参考になりました。

・わかりやすい講座だと思いました。目の検査は大事だと思いました。

・ゴーグル体験等の企画もよかったと思います。講義後の視覚障害者の方の実体験、実生活に
ついても切実に伝わりました。

・保健看護学部でもっと開いてほしい。

・実際に視覚障害者の方のお話も聞くことができとてもよかった。普段からの生活には相手の
ことを考えて行動したいと思いました。

・高齢者の目の病気や在宅看護について学ぶことができたのでよかったです。予防についても
知ることができ、役立ちました。　　　　　　など

今
後
の
希
望

テ
ー
マ
・
内
容

・体に必要な栄養をうまくとること、身体の柔軟性を保つエクササイズなど

・認知症へ心理的支援方法について。精神障害 - 統合失調症（特に厳格妄想に関しての対応方
法 - 受容、傾聴、共感技法について

・循環器に関する全般な講義をしていただければ幸いです。

・認知症、事前に質問を出させ当日説明して頂くと個が抱えている問題解決につながると思う。
初めての参加でしたが参考になる講演会でした。

・医療と街の活性化のコラボについて。　　　　　　など

表９ アンケート自由記載（一部抜粋）
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大
　
学

・これまでは病院へ赴き、講師医師の依頼、打ち合わせを繰り返していたが共催となったことから

大学・病院と連携を取りそれぞれの施設で準備を行うことで時間の短縮化、委員の負担の軽減と

なった。

・ポスター作製なども相談しておこなうことで、大学・病院のニーズを取り入れた良いものが作成

できた。

・当日運営も連携が取れ、スムーズに行えた。

・データ入力なども学生ボランティア、病院職員と協力して行うことで、短時間で終えることが出

来た。

病
　
院

・病院は最大 120 席だが、広い会場で行うことで参加人数が増えても対応できる。また、交通の便

を向上できれば、聴講者がさらに増えると考えられる。

・「土曜日午後」「託児所あり」という特長を活かし、働いている世代を対象としたテーマも採用し

たい。

・病院単独の開催では、医師を講師としている。

医師以外の講師と合同開催することで、より充実した多角的内容ができる。

・伊豆南部の人口減少から、当院以北の潜在患者を掘り起こす必要がある。

大学を会場とすることで、このエリア住民へ当院の機能を広報できる。

・大学との連携により、当日運営もスムーズに行えた。

表１０ 大学スタッフの振り返り

者を募るためには何らかの打開策が必要であった。そ

のようななか、静岡病院では、市民公開講座が年間を

通して開催されており、参加者数の増加から会場が

狭隘となり実施場所の検討が迫られていた。

　以上のことから共催が決定し開催されたが、担当

委員同士の十分な連携がなされ、綿密な打ち合わせ

を行うことで公開講座委員の負担軽減や、よりよい

ポスター作製、広報活動の充実が図られた。さらに

当日も役割分担やスケジュールの共有からスムーズ

な運営が行われた。

　アンケート結果から明らかとなったことは、男女

ともに 70 代の方が多く参加していた。これは視力の

衰えを実感する年代層にとって「知っておきたい目

の病気」といったタイトルが参加動機につながった

ことが推察される。その他は、本人・家族が目の疾

患がある人や、進路の参考とする高校生の参加もあっ

た。このことから、地域住民のニーズの把握からテー

マを設定し、公開講座を行うことでより多くの参加

者が得られることが予測される。

　また、参加者の多くは主に静岡病院や市町のポス

ターなどの掲示、配布されたリーフレットを見て参

加していた。さらに市町の広報誌や家族・知人から

の紹介などでも参加している。このことからも、引

き続き地域に根差した広報活動を柱にしながら、さ

らなる広報として依頼する場所や方法の開拓を行い、

広報活動を進めていく必要がある。

　公開講座の内容に関しては、役に立ったとの回答で

あり地域住民のニーズに沿ったテーマ設定がなされ

たと考える。個別の意見として講義後の視覚障害者の

方の実体験、実生活についても切実に伝わったことな

どの返答があり、第９回公開講座においても体験者か

らの話が良かったとの評価を得ていることから、今後

の公開講座に関しても、希望されるテーマに応じて

体験者の話を盛り込むなど内容の検討を行っていく。

　第 10 回公開講座より静岡病院との共催となった。

教職員の振り返りから、医師以外も講師を行うこと
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での内容の充実や、連携を取りながら行うことで準

備から開催に至るまで委員の負担の軽減もされ、広

報活動や運営の充実が図られていた。このことから、

今後も連携し共催を重ねていくことでより良い公開

講座を開催出来ると考える。

Ⅴ．おわりに

　初めての静岡病院との共催となり、より充実した

公開講座が行われた。また、内容は地域住民のニー

ズに沿い社会貢献に寄与するものであった。

　今後の課題として、より一層の静岡病院との連携

から継続した公開講座の開催、広報活動の充実と周

知を図ること、ニーズに応じた公開講座を開催する

ことである。
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